
二十日
は つ か

の夜
よ

の月
つき

（『土佐日記
と さ に っ き

』） 

 

	 『土佐日記
と さ に っ き

』は、紀貫之
きのつらゆき

（872-945?）が 935年頃
ねんごろ

に書
か

いた旅日記
たびにっき

です。紀貫之
きのつらゆき

は最初
さいしょ

の勅撰和歌集
ちょくせんわかしゅう

である『古今和歌集
こきんわかしゅう

』（905年
ねん

）の撰者
せんじゃ

の一人
ひと り

で、当時
とうじ

の

代表的
だいひょうてき

な歌人
かじ ん

でした。この日記
にっき

は貫之
つらゆき

が国司
こく し

として赴任
ふにん

していた土佐
と さ

の国
くに

（現在
げんざい

の高知県
こうちけん

）から平安京
へいあんきょう

へ戻
もど

った時
とき

の船旅
ふなたび

の様子
よう す

を記
しる

したものです。 

	 『土佐日記
と さ に っ き

』の初
はじ

めには、「男
をとこ

もすなる日記
に き

といふものを女
をんな

もしてみむとて

するなり」と書
か

いてあって、この日記
にっき

は女性
じょせい

が書
か

いたという設定
せってい

になっていま

す。当時
とうじ

は日記
にっき

と言
い

えば漢字
かんじ

（男文字
おとこもじ

）で書
か

かれるのが普通
ふつう

でした。仮名
か な

（女文字
おんなもじ

）

を使
つか

って和文
わぶん

で日記
にっき

を書
か

くという新
あたら

しい試
こころ

みを成功
せいこう

させるために、このよう

な設定
せってい

にしたのだろうと言
い

われています。 

	 土佐
と さ

の国
くに

の国府
こくふ

を出発
しゅっぱつ

したのは、ある年
とし

の 12月
がつ

21日
にち

であったと書
か

かれてい

ます。そして、京
みやこ

に到着
とうちゃく

したのは翌年
よくとし

の 2月
がつ

16日
にち

です。2ヶ月
かげつ

ほどの長旅
ながたび

だっ

たことがわかります。 

	 本教材
ほんきょうざい

でテキストとして取
と

り上
あ

げたのは、1月
がつ

20日
は つ か

の記事
き じ

の一部
いちぶ

です。この

日
ひ

、一行
いっこう

はまだ土佐
と さ

の室津
むろつ

という所
ところ

にいました。何日
なんにち

も前
まえ

から悪天候
あくてんこう

で船
ふね

を出
だ

すことができず、同
おな

じ所
ところ

に止
とど

まっていました。船
ふね

に乗
の

っている人
ひと

たちは、早
はや

く

京
みやこ

に帰
かえ

りたくて、夜
よる

も寝
ね

られない有様
ありさま

です。「二十日
は つ か

の夜
よ

の月
つき

出
い

でにけり」と

いう書
か

き出
だ

しの文
ぶん

は、そんなふうに人々
ひとびと

が寝
ね

られずに起
お

きているうちに、（夜遅
よるおそ

く出
で

てくる）二十日
は つ か

の夜
よ

の月
つき

が出
で

てしまった、と述
の

べているのです。 

	 海
うみ

からのぼる月
つき

を見
み

て、日記
にっき

の書
か

き手
て

が思
おも

い出
だ

したのは、遠
とお

い昔
むかし

、唐
とう

の国
くに

に

渡
わた

った安倍仲麻呂
あ べ の な か ま ろ

（698-770）のことでした。仲麻呂
な か ま ろ

も、海
うみ

からのぼる月
つき

を見
み

て、

日本
にほん

をなつかしむ歌
うた

を詠
よ

んだのです。仲麻呂
な か ま ろ

の故郷
こきょう

を思
おも

う気持
き も

ちと、船上
せんじょう

の

人々
ひとびと

の京
みやこ

を思
おも

う気持
き も

ちが重
かさ

なり合
あ

います。 
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